
COLUMN ― コ ラ ム ―

　 酪農情勢と 飼養管理

　 　 　 …理解し てほし い３ つのこ と

　 面白いコ ラ ムを 書く 予定でし たが、 厳し い酪農
状況の中ですので、 やはり 酪農情勢報告と 乳牛飼
養管理について書く こ と にし ま す。
　 酪農経営環境がいま だに安定し ない理由と し て
３ つの問題点がある と 思いま す。

①　 生乳の需給緩和
　 　 生産者乳価が上昇し 、 酪農家の所得は以前よ

り 好転し ていま す。 し かし 、 牛乳の売価も 上昇
し ている ため、 牛乳の消費が思わし く あり ま せ
ん。 生産量が全国的に落ちている 中でも 、 需給
緩和状況にある こ と は由々し き 状況です。 以前
ほど ではあり ま せんが、 加工仕向けが多く 発生
し ており 、 乳価上昇が抑制さ れている 状況です。

「 適正な価格形成」 の議論が進んではいま すが、
消費が落ちれば無意味です。 牛乳1000m l 300円
でも 普通に買っ ていただける よ う な経済状況に
早く なっ てほし いと 願う ばかり です。 理解醸成
も 含め牛乳の消費拡大にみんなで取り 組んでい
く 必要があり ま す。

②　 飼料を含めた生産資材の高騰
　 　 特に、 飼料価格の高止ま り が継続し ており 、

収益確保の障害と なっ ていま す。 円安傾向がい
つま で続く のかと ても 心配ですが、 秋口には好
転する と の報告も あっ ていま す。 現在のコ ス ト
高で収益確保ができ ていれば、 購入飼料価格等
が低下し た状況になる と 、 大き な収入増と なり
ま すので、 頑張り ま し ょ う 。

③　 副産物価格の低迷
　 　 食肉業界は、 イ ン バウ ン ド や外食産業の回復

はみら れている も のの、 物価上昇によ る 消費者
の節約志向の高ま り など を 受け、 非常に厳し い
状況が続いていま す。 鶏や豚と 比較し て、 牛肉
の消費が落ちている 状況です。 現在、 円安によ
り 輸入肉の価格が高騰し ており 、 乳用種経産牛
肉の需要が見直さ れている 状況ではあり ま す。

　 現在、 酪農に従事し ていれば、 難なく 生活でき
る 状況ではあり ま せん。 現況でも 大き な収益を 上
げている 農家も いれば、 非常に経営難である 農家
も 存在し ていま す。 経営状況の格差は、 近年さ ら
に広がっ ている のです。 マザーズも 国・ 県も 各種
助成を 継続し ていま すが、 助成だけでは経営は改
善し ま せん。 酪農家自身も 現在農場が置かれてい
る 状況を 考慮し ながら 、 経営を よ く する ための取

り 組みが必要です。 自
給飼料が少ないと か借
入金が多いなど は非常
に大問題ではあり ま すが、 牧場の中にも 、 改善で
き る ポイ ント はたく さ んあり ま す。 経営を 良い方
向に導ける のは、 基本的には酪農家自身なのです。
酪農業界は、 相互扶助の精神があり 、 多く の情報
を 皆で共有でき る 産業です。 様々な情報、 指導を
参考にし ながら 、 経営を 好転さ せる 取り 組み強化
をお願いし ま す。
　 経営改善に向けた取り 組みで一番大切なのは、
乳牛飼養管理能力を 高める こ と です。 乳牛の飼養
管理で最重要なポイ ント は、 ３ つあり ま す。

①　 粗飼料の品質を高める
　 　 特に、 給与割合が増加し ている 自給粗飼料の

良し 悪し によ っ て乳牛はブレ てき ま す。 天候等
によ り 品質は大き く 変化し ま すので、 注意が必
要です。 今年のイ タ リ アンなど は、 長雨によ り
収穫適期に刈り 取れなかっ た農家が多いと 思い
ま す。 き ちんと 飼料分析を 行い、 使用法につい
て検討する こ と が重要です。 夏季の粗飼料の品
質は、 特に重要と なり ま すので、 購入粗飼料も
含め品質や嗜好性の確認・ 確保に努めま し ょ う 。

②　 移行期管理を充実する
　 　 泌乳後期から 乾乳期、 泌乳初期の飼養管理は、

非常に重要です。 分娩後の立ち上がり を 良好に
する こ と が大切です。 良好な繁殖成績、 高乳質、
高い泌乳量を 確保する こ と ができ ま す。 特に、
暑熱時の乾乳牛管理は重要ですので、 イ ネ科粗
飼料を 中心と し て、 品質や採食量の確認に努め
ま し ょ う 。

③　 暑熱対策を徹底する
　 　 上記①②でも 記述し ていま すが、 西南暖地で

は暑熱対策が非常に重要です。 夏季は牛乳の需
要期でも あり ま すので、 こ の時期に良質な生乳
を 多く 生産する こ と は、 乳価も 高く 、 自牧場の
経営に大き く 貢献し ま す。 今年の夏も 猛暑であ
る と の予測が出ていま すので、 飼養管理の徹底
に努めま し ょ う 。 夏季の牛群管理によ り 、 経営
状況は大き く 変化し ま すので、 頑張り ま し ょ う 。

　 困難な状況が継続し ていま すが、 再び良き 時代
が来る こ と は、 間違いあり ま せん。 皆様が経営継
続し ていただき ま すこ と を願う ばかり です。

ら く のう マザーズ　 常務理事

小池　 泰隆
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　 11年前に産声を上げ、 10回目と なる 酪農後継者

育成塾が、 去る 、 ５ 月31日に今年度第１ 回目を開

催し 、 29名が受講し ま し た。

　 冒頭のら く のう マザー

ズ小池常務の挨拶で、 県

内の出荷戸数や生乳生産

状況、 昨今の酪農を取り

巻く 情勢について話があ

り ま し た。 ま た、 こ れか

ら 熊本の酪農を担ってい

く 受講者に向けて激励の

言葉があり ま し た。

　 今回の育成塾は、 ら く

のう マザーズ生産本部経

済部村上部長よ り 「 生乳が乳代に変わる ま で」、

ら く のう マザーズ生産本部指導部増田部長よ り

「 土づく り ・ 草づく り のポイ ン ト 」 と 題し 、 ご 講

演頂き ま し た。

　 村上部長から は、 生産

者が搾った生乳がバルク

から ど のよ う に流通し て

販売さ れている のか、 更

にそれに伴う 乳代計算方

法についての説明、 本会

工場の受入基準や抗生物

質の検査等生乳の安全・

安心に関わる 話があり ま

し た。 ま た、 直近の需給

状況や用途別販売、 季節別乳価率、 需要期生産の

重要性についての話があり 、 最後に乳代を増やす

ためには飼養管理・ 乳房炎対策、 暑熱対策等が大

事だと ご講演頂き ま し た。

　 増田部長から は作物の

土壌養分や土の違いによ

る 影響から 土壌分析を定

期的に行い、 施肥によ る

土壌改善を行っていく こ

と の重要性、 ト ウ モロ コ

シやイ タ リ アンラ イ グラ

ス の 雑草防除や適期播

種・ 刈取り 、 保管中の穴

あき 等によ る ロ ス につい

てご講演頂き ま し た。

　 受講後のアン ケート では、「 季節別乳価調整金

の割合が知れて良かった」、「 生乳の品質管理の重

要性が理解でき た」、「 土壌分析を 行っ ていき た

い」、「 ト ウ モロ コ シ播種時期や除草剤の散布時期

を考えながら 作業し ていく 」 など たく さ んの感想

を頂き ま し た。

　 令和６ 年度も 後継者の育成や交流を目的と し た

酪農後継者育成塾を全５ 回で開催予定です。 ご興

味のある 方やお問い合わせ等ございま し たら 担当

ま でご連絡下さ い。

（ 営農指導課 096− 388− 3510　 担当： 鶴田）

小池常務

村上部長

増田部長

会場の様子

第１ 回酪農後継者育成塾が開催さ れる
生産本部　 営農指導課　
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　 令和６ 年５ 月29日（ 水）、 熊本市のメ ルパルク

熊本にて、 第62回熊本県酪農青壮年部協議会通常

総会なら びに第53回熊本県酪農女性部協議会通常

総会が開催さ れま し た。

　 冒頭、 青壮年部の中村委員長と 女性部の富田会

長の挨拶があり 、 続く 来賓挨拶にら く のう マザー

ズの大川専務、 熊本県農林水産部生産経営局畜産

課の長生審議員、 全国酪農業協同組合連合会福岡

支所の髙橋次長よ り それぞれご 祝辞を 賜り ま し

た。

　 その後、 議長に長塩昌也氏（ JA菊池七城中央

支所） と 阿部愛美氏（ 大阿蘇酪農業協同組合） が

それぞれ選任さ れ議事に入り ま し た。 両協議会と

も 、 令和５ 年度事業報告及び収支決算承認の件な

ど計４ 議案が上程さ れ、 いずれも 原案通り 可決さ

れま し た。

　 ま た、 本年度は役員改選の年であり 、 第４ 号議

案では新役員と し て選任さ れた方々については次

表の通り に決定し ま し た。

　 なお、 令和６ 年度の主な事業計画は次の通り で

す。 引き 続き 、 各協議会の活動に関し ま し てご協

力賜り ま すよ う 、 よ ろし く お願いいたし ま す。

活　 　 　 動　 　 　 名 実　 施　 月 協　 議　 会

ちちの日に牛乳（ ちち） を 贈ろ う ！キャ ンペーン 令和６ 年６ 月 青壮年部・ 女性部

夏季酪農大学 令和６ 年８ 月 青壮年部・ 女性部

マザーズ執行役員と の意見交換会 令和６ 年９ 月 青壮年部・ 女性部

酪農ふれあい体験交流事業 令和６ 年11月 青壮年部

理解醸成活動 令和６ 年11月 青壮年部・ 女性部

九州酪農青年女性会議指導者研修会への参加 令和７ 年１ 月 青壮年部・ 女性部

農林水産省職員と の交流会 令和７ 年１ 月 青壮年部

農林水産省での意見交換会 令和７ 年２ 月 青壮年部

牛乳・ 乳製品を 使っ た料理コ ンク ール 令和７ 年２ 月 女性部

活　 　 　 動　 　 　 名 実　 施　 月 協　 議　 会

全国酪農青年女性酪農発表大会 令和６ 年７ 月 青壮年部・ 女性部

酪農女性レ ク リ エーショ ン大会 令和６ 年11月 女性部

青壮年部スポーツ大会 令和７ 年１ 月 青壮年部

酪農女性の集い 令和７ 年２ 月 女性部

熊本県酪農発表大会 令和７ 年３ 月 青壮年部・ 女性部

令和６ 年度事業計画

経営活動（ 予定）

教育活動（ 予定）

会場風景

中村委員長 富田会長

第６2回熊本県酪農青壮年部協議会
第５3回熊本県酪農女性部協議会　 通常総会
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地　 　 区 組　 　 合　 　 名 氏　 　 名 役　 職

球磨 ・ 芦北 球磨酪農農業協同組合 中村　 俊介 委員長

熊本 火の国酪農業協同組合 堀　 　 　 太 副委員長

玉名・ 山鹿 鹿本酪農農業協同組合 隈部　 信孝 副委員長

菊池 熊本酪農業協同組合 村上　 茂之 委　 員

菊池 菊池地域農業協同組合　 泗水中央支所 古荘　 直樹 委　 員

菊池 菊池地域農業協同組合　 旭志中央支所 三池　 太樹 委　 員

阿蘇 大阿蘇酪農業協同組合 井上　 智博 委　 員

宇城・ 上益城・ 八代・ 天草 熊本宇城農業協同組合 野村　 康生 委　 員

宇城・ 上益城・ 八代・ 天草 上益城農業協同組合　 清和統括支所 飯星　 徳雄 委　 員

宇城・ 上益城・ 八代・ 天草 八代地域農業協同組合 湯野　 義弘 委　 員

球磨・ 芦北 ホワイ ト 酪農業協同組合 菊池　 博幸 委　 員

玉名・ 山鹿 玉名酪農業協同組合 前田　 裕幸 代表監事

熊本      熊本市農業協同組合 吉村　 方晴 監　 事

菊池 菊池地域農業協同組合　 七城中央支所 加藤　 佑治 監　 事

熊本県酪農青壮年部協議会

地　 　 区 組　 　 合　 　 名 氏　 　 名 役　 職

鹿本 鹿本農業協同組合 内ケ島美津代 会　 長

玉名・ 山鹿 火の国酪農業協同組合　 荒尾支部 黒石　 ふみ 副会長

阿蘇 大阿蘇酪農業協同組合 渡邊かおる 副会長

菊池 熊本酪農業協同組合 岡村　 久子 委　 員

菊池 菊池地域農業協同組合　 大津中央支所 相馬　 倫子 委　 員

菊池 菊池地域農業協同組合　 合志中央支所 後藤みどり 委　 員

宇城・ 上益城・ 八代・ 天草 大矢野地方酪農業協同組合 水野智恵美 委　 員

球磨・ 芦北 球磨酪農農業協同組合 新堀　 　 紋 委　 員

球磨・ 芦北 ホワイ ト 酪農業協同組合 丹後　 勝美 委　 員

熊本 火の国酪農業協同組合 寺本あけ美 代表監事

熊本 熊本乳牛農業協同組合 赤星　 桃子 監　 事

宇城・ 上益城・ 八代・ 天草 上益城農業協同組合　 清和統括支所 長野　 　 麗 監　 事

熊本県酪農女性部協議会
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　 熊本県酪農ヘルパー利用組合（ 生山組合長） の

第34回通常総会が５ 月30日（ 木）、 熊本市のメ ル

パルク 熊本で開催さ れま し た。

　 冒頭の生山組合長の

挨拶では、 令和５ 年度

の 利用実績に つい て

4,645回、 前年比96.5％

の実績と な っ た こ と 。

ま た、 ヘルパー職員の

ス キルアッ プ向上と し

て中堅酪農ヘルパー指

導力向上研修に２ 名の

職員が参加し たこ と な

どを紹介さ れま し た。

　 更に、 ヘルパー職員の人数は、 昨年度２ 名の採

用と ４ 名の退職者があり 、 20名の専任ヘルパー、

１ 名の補助ヘルパー、 １ 名の研修生、 併せて22名

体制である こ と 。 職員の流出に苦慮し ている が、

今後も 引き 続き 人材確保に努めて行き たい。 併せ

て、 厳し い経営状況の改善が喫緊の課題である こ

と についてご認識いただき 、 ご理解ご協力をお願

いし ま すと 挨拶。

　 続いて小池常務、 熊本県農林水産部生産経営局

畜産課主幹の中村氏よ り 来賓祝辞があり ま し た。

　 議事に入り 、 洞田貫　 優造氏（ 大阿蘇酪農協）

を議長に選任し 、 令和５ 年度事業報告及び収支決

算承認の件、 令和６ 年度事業計画及び収支予算

（ 案） 承認の件、 令和５ 年度傷病時利用互助会収

支決算承認の件、 諸規程見直し （ 案） の件、 役員

改選（ 案） の件、提出さ れた５ 議案について審議、

生山組合長

小池常務 中村主幹

全議案が原案通り 可決

承認さ れま し た。

　 今回の諸規定の見直

し の 件に つき ま し て

は、 実施要領及び互助

会規約の一部が改訂さ

れま し た。

　 なお、 新体制につき

ま し ては以下の通り で

す。 洞田貫議長

総会

役　 職 氏　 名 所属組合

組 合 長 岩根　 正始 菊池地域農協（ 旭志）

副組合長 甲斐　 裕章 熊 本 宇 城 農 協

理　 　 事 森田　 　 光 火 の 国 酪 農 協

理　 　 事 坂本　 博敏 玉 名 酪 農 協

理　 　 事 山田　 幸浩 熊 本 酪 農 協

理　 　 事 田口英一郎 球 磨 酪 農 協

代表監事 藤本　 広起 菊池地域農協（ 大津）

監　 　 事 和田　 敬志 熊 本 市 農 協

新役員名簿

第3 4 回熊本県酪農ヘルパー利用組合　 通常総会
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生産本部指導部技術課新任者紹介

　 皆様はじ めま し て、 眞野　 美咲（ ま の　 みさ き ） と 申し ま す。 ４ 月よ り 移植

師と し てら く のう マザーズに入会いたし ま し た。

　 私の出身は北海道で実家では酪農を営んでいま す。 高校ま では地元で大学は

江別の酪農学園大学に進学し ゼミ では家畜の繁殖関係を学んでいま し た。 元々

は地元で働く 授精師を目指し ていたのですが、 ゼミ で出会った先生に紹介し て

頂いたこ と がき っかけで就職を決めま し た。

　 私は子供の頃から 牛が身近にいま し たが、 畜産業界に携わる 仕事がし たいと

はあま り 考えていま せんでし たし 両親が毎日朝も 夜も 忙し そう に働いていて畜産は大変だと いう イ メ ー

ジし かあり ま せんでし た。 し かし 、 高校の時進路に迷っていたと こ ろ、 自分にと って一番身近な畜産と

いう 業界に目を向ける と 、 獣医や授精師と いった農家さ んのために働いている 人たちがいる と いう こ と

に気づき ま し た。 そこ から 駆け足ではあり ま し たが大学に進学を決めま し た。 大学では農業について幅

広く 学び、 ３ 年次から ２ 年間は家畜繁殖を主に学ぶゼミ に所属し 、 毎日牛舎管理をゼミ の仲間と と も に

当番制で行っていま し た。 ゼミ では牛の飼養管理から 分娩、 発情管理など を行っていま し た。 卒業論文

では乳牛の暑熱ス ト レ ス と 受胎率について調査し ていま し た。 直腸検査など も 少し ですが練習し ま し た

が移植はほぼ練習も し たこ と がなく 、 毎日先輩方に教えても ら っている と こ ろです。 ゼミ で学んだ知識

をも と に、 本会技術課では日々勉強し て一日でも 早く １ 人前になれる よ う に頑張り ま す。 生ま れも 育ち

も 北海道で、 あま り こ ちら の方言や環境に慣れていないためご不便おかけする こ と が多々ある と 思いま

す。 １ 人立ちする ま ではご迷惑をおかけする こ と も ある かも し れま せんがど う ぞよ ろし く お願いいたし

ま す。

　 皆様はじ めま し て。 松永　 裕一郎（ ま つなが　 ゆう いちろう ） と 申し ま す。

東海大学農学部応用動物科学科を 卒業し 、 ４ 月よ り 授精師と し てら く のう マ

ザーズに入会し ま し た。

　 私は熊本市南区城南町の出身です。 父母は酪農等と いった、 牛・ 動物と 関わ

る 職業ではないのですが、 祖父母の家が阿蘇にある こ と も あり 幼いこ ろから 牛

やポニーと いった動物と 触れ合う こ と が多く 、 動物が好き な子供でし た。 こ の

よ う な幼少期も あり 将来は動物と 関われる 職業に就き たいと 思っ ていま し た。

ま た、 2016年の熊本地震の発生によ って農業面から 熊本へ貢献し たいと いう 思いも 大き く なり ま し た。

　 大学在籍時は草地学を専攻し ており 、 野生動物や阿蘇地域の植生について学んでき ま し た。 大学で牛

に携われた時間は少なかったですが、 自然と 農業の密接な関係性について理解する こ と ができ 、 自分が

こ の業務に携われている こ と に喜びを感じ ていま す。 し かし 、実際に入会し 先輩方に同行し ていく 中で、

ま だ技術や知識が乏し く 一人では何も でき ないこ と を痛感し ま し た。 今後現場で働いていく ためにさ ら

なる 経験、 知識、 技術の習得が必要と なる ため、 日々精進し ていま す。 ま だま だ先輩方に同行し 学ぶこ

と がメ イ ンの日々ですが見かけた際には気軽にお声がけし て頂く と 嬉し いです。

　 趣味で大学時の友人と バンド を組んでおり ボーカルを担当。 音楽が好き で幅広いジャ ンルを聞いてい

ま す。 特にManeskinと いう バン ド が好き です。 ま た、 家ではネコ を ２ 匹、 犬を １ 匹飼っ ており 、 可愛

さ はど こ にも 負けないと 思っていま す。

　 動物に関わる 職に就く こ と ができ 、 ま だま だ技術も 乏し く 新たな技術、 知識をイ ンプッ ト し ていく こ

と に精一杯な毎日ですが、 皆さ んのお役に立ち信頼し て頂ける よ う 尽力し ま す。 ご迷惑をおかけする こ

と も 多々ある と 思いま すが、 こ れから どう ぞよ ろし く お願いいたし ま す。

生産本部　 技術課　 眞野　 美咲

生産本部　 技術課　 松永裕一郎
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１　目的

２　開催日時
第１回  令和６年（2024年）７月２７日（土）午前9時50分～午後３時45分

第２回  令和６年（2024年）８月　３日（土）午前9時50分～午後３時45分

３　場所

熊本県立農業大学校
（熊本県合志市栄３８０５）

４　内　容
① 農業大学校の概要紹介
　  農大生によるコースの紹介、授業内容や進路について説明します。

② 耕志寮の見学及び昼食
　  農業大学校の特徴である寮生活の紹介。寮の食堂で美味しい昼食をどうぞ。

③ コース別体験学習

　  興味があるコースを２つ体験できます。

　  希望コースを３つ選んでいただき、調整のうえコースを決定します。

農 特 産

花　　き

果　　樹

野　　菜

畜　　産

研 修 部

５　参加費（飲料・傷害保険料　当日受付で徴収します）

２５０円 ※交通費等は各自御負担をお願いします。

６　申込方法
参加には事前申込が必要です。

申込期限：令和６年（2024年）7月１２日（金）

７　緊急時の参加者への連絡法
緊急時の参加者への連絡は、開催日の前日までに下記ＱＲコードにアップします。

　　　 〒861-1113　熊本県合志市栄3805

申込用紙に必要事項を御記入の上、在籍高校を通して、もしくは直接農業大学校へ提出してください。

申込用紙は、熊本県立農業大学校のホームページもしくは下記ＱＲコードからダウンロードできます。

問合せ先　熊本県立農業大学校農学部　担当：中山・角﨑

※諸事情により体験内容が変更になる場合があります。

　 　　TEL　096－248－1188、　FAX　096－248－4432
　　　https://wｓ.higo.ed.jp/noudai/

食品加工体験（第１回：7/２７のみ開催）

　農業大学校を知りたい、農業体験をしてみたい高校生等の皆さんを対象に、オープンキャンパス「緑
の学園」を開催します。

水稲の生育・幼穂調査、ドローンによる防除見学等

花収穫体験、フラワーデザイン体験実習

ブドウ、ナシ等の収穫体験・果実品質調査

接ぎ木実習、天敵の観察、サーモカメラ体験

牧場見学、IｏTを利用した牛群管理実演

令和６年度（２０２４年度）熊本県立農業大学校
オープンキャンパス「緑の学園」

●バス

熊本駅乗車 菊池温泉方面行き 約50分

「大池・農業公園入口」下車 徒歩10分

●車

九州自動車道

「植木IC」から 約11km 約25分

「熊本IC」から 約10km 約20分

「北熊本スマートIC」から 約5km 約10分
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高校名 学年 年　　

生年月日 年齢 満　　　　歳
（参加日当日現在）

〒

連絡先
（自宅もしくは本人携帯）

緊急連絡先
（保護者携帯など）

同伴者署名

１　参加希望日

　いずれか希望日に○をつけてください。

　なお、申込締切は令和6年（2024年）７月１２日(金)までとなります。

（　　）第１回　令和６年（２０２４年）７月２７日（土）

２　体験学習選択

　興味があるコースを２つ体験できます。下記の中から希望コースを３つ選んで記入してください。

　　第1希望（　　　　　　）　　第2希望（　　　　　　　）　　第３希望（　　　　　　　）

　①農特産　②花き　③果樹　④野菜　⑤畜産　⑥研修部（第1回のみ）

３　昼　食

 ・同伴者の昼食を（　 　）人分申込みます。（※参加者本人は除く。）

４　研修に際しての要望等があれば記入してください。

　※研修部は第１回のみ（食品加工体験）の開催となりますのでご注意ください。

（　　）第２回　令和６年（２０２４年）８月　３日（土）

※なお、参加者多数の場合は、参加日を調整させていただく場合がありますので、予めご承知ください。

　参加者の昼食は大学校で準備します。
　同伴者等（保護者又は引率者等）の昼食も準備します。希望される場合は御記入ください。

※コースは申込人数によっては調整が必要ですので、第３希望まで必ずご記入ください。
　なお、最終的には希望に添えない場合がありますので、予め御了承ください。

住　所

ﾌﾘｶﾞﾅ

令和6年度（2024年度）「緑の学園」申込書

(熊本県立農業大学校オープンキャンパス）
令和６年（2024年）　　　月　　　日　　

熊本県立農業大学校長　様

参加者氏名

 　  平成　　　年　　　月　　　日

男　・　女
ﾌﾘｶﾞﾅ

　私は令和6年度（2024年度）｢緑の学園」（熊本県立農業大学校オープンキャンパス）に参加した
いので、下記のとおり申し込みます。

性別

※太枠内は同伴者または引率者の方で記入をお
願いします。

※　住所と連絡先等の個人情報については、本行事のみで使用し適切な管理に努めます。
　　なお、参加にあたっては、体調管理を十分に行ない、発熱や風邪症状等がある場合は参加され

 ないようお願いします。
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